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普
通
救
命
講
習
会

　

７
月
13
日
（
日
）
平
成
20
年
度
南
越
谷
地
区
「
普

通
救
命
講
習
会
」
が
防
災
部
会
の
担
当
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

白
井
副
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
講
師
と
し
て
越
谷

消
防
署
蒲
生
分
署
救
急
隊
・
野
口
隊
長
の
講
義
が
30

分
程
あ
り
、
早
速
に
用
意
さ
れ
た
蘇
生
人
形
の
と
こ

ろ
で
同
救
急
隊
員
及
び
越
谷
消
防
団
の
女
性
団
員
２

名
を
含
め
、
計
６
名
に
よ
る
実
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
数
は
29
名
で
、
中
に
は
救
命
方
法
が
よ
り

簡
素
化
さ
れ
る
等
、
変
更
に
な
っ
て
い
る
の
で
毎
年
受

講
し
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
暑
い
中
、
一

生
懸
命
人
形
の
口
に
息
を
吹
き
入
れ
た
り
、
胸
を
押

（
Ｔ
・
Ｏ
）

　８月 19 日（火）コ福祉部会の担当で地域の親睦を深め、見聞を広める目的で実施されました。参加者は、
総勢 102 名で３台のバスに分乗して一路筑波方面に出発しました。
　「未来の技術がいっぱい」をコンセプトに最先端技術開発関連を展示・体験が出来る「サイエンス・ス
クエアつくば」では、日本の最先端の研究開発・情報端末展示を見たり、多くの体験コーナーを実感し
てただただ驚くばかりでした。
　次に宇宙開発最先端分野の研究・開発・試験を行い、日本の宇宙開発の中枢センターである筑波宇宙
センターに行きました。昨今の「月周回衛星かぐや」や「宇宙ステーション試験棟の建設」の成功で皆
さん大変関心が高く、説明員の話に熱心に耳を傾け一言一句に感動しました。
　筑波研究学園都市内にある「ホテルグランド東雲」内のレストランにて全員で昼食を取りました。食
事前にはホテル内の庭園をバックに記念写真を撮り、午前中のすばらしい見学に余韻を残しゆっくりと
食事・庭園散歩を満喫しました。
　午後は「アサヒビール茨城工場」を見学しました。日頃からお世話になっているビールの製造工程では、
皆さん大変熱心に見入っていました。温度管理から出荷まで 100 を超える検査項目とそのチェックには感
心しました。見学終了後、ビールの試飲をして社会科見学は無事終了しました。

高齢者の社会科見学

し
た
り
な
ど

の
心
肺
蘇
生

訓
練
や
今
で

は
色
々
な
施

設
に
配
備
さ

れ
て
い
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細

動
器
）
の
使

い
方
も
熱
心

に
指
導
を
受

け
て
い
ま
し

た
。

（T・Ｎ）

― 筑波宇宙センター、サイエンス・スクエアつくば、アサヒビール茨城工場 ―
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ホテルグランド東雲内庭園にて 筑波宇宙センター



                  赤山町五丁目自治会が防災倉庫設置！！！！

　６月２０日（土）環境・衛生部会主催で梅雨の晴れ間に、南越谷
西大通りの花壇で行われました。
　花いっぱい運動も今年で９年目となり、地域の人たちにも喜ば
れる運動として定着してきています。今回は富士中生徒、ＰＴＡ
の方々等で２００人近の参加者があり過去最大でした。
　生徒達はボランティア活動実習として参加。花壇の苗床作り等
では、「虫がいる」、「気持ちが悪い」などと、おおはしゃぎでベゴ
ニア（花言葉＝片思い）の花を植え込んでいました。
　植える時は皆で楽しく、短時間で終わりましたが、これから育
てるには水やり・雑草取りなど手を掛けなければきれいな花は咲
きません。この通りを散歩している時に、そんないつくしみの気
持で接していただければと思います。

  
花 い っ ぱ い 運 動

　赤山町五丁目自治会は、越谷市自主防災組織育成費補助金の交付
を受け、去る７月８日 ( 火）赤山町五丁目ゲートボール場内に防災倉
庫を設置しました。

　

夏
休
み
に
入
っ
た
７
月
29
日
（
火
）
南
越
谷

地
区
セ
ン
タ
ー
内
で
福
祉
部
会
の
お
爺
ち
ゃ
ん

お
ば
ち
ゃ
ん
達
（
失
礼
！
）
と
子
ど
も
達
の
交

流
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
飛
行
機
、
本
箱
作
り
で
は
、
手
さ
ば
き
口

さ
ば
き
の
良
い
指
導
に
小
さ
な
手
で
懸
命
に
取

（Ｒ・Ｎ）

お
団
子
・
本
箱
・
紙
飛
行
機
作
り

　

７
月
19
日（
土
）南
越
谷
第
一
公
園
で
、

第
２
回
茜
町
会
防
災
訓
練
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
茜
町
会
で
は
、
平
成
18
年
度

か
ら
２
年
に
一
度
、
町
会
独
自
で
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
第
一
公
園
の
使
用
許
可
を

取
り
、
茜
町
会
防
災
倉
庫
に
保
管
し
て

あ
る
大
釜
を
使
用
し
て
炊
き
出
し
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

茜
町
会
子
ど
も
会
育
成
会
、
あ
か
ね

會
も
協
賛
し
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

火
を
起
こ
し
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
っ
て

皆
で
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
の
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
大
釜
と
薪
で
の
飯
炊
き
も
成
功
し
、

空
い
た
時
間
で
子
ど
も
達
に
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を

教
え
る
等

世
代
間
交

流
も
図
れ

て
有
意
義

な
一
日
を

過
ご
し
ま

し
た
。

　当自治会は、平成１９年に正式に赤山
町五丁目自治会自主防災部を組織して活
動を進めています。
　今後は防災関連備品を充実させて、地
域住民による防災活動を行い、災害予防
及び被害の軽減を図って行くとの事です。

　先の運営委員会初会合で当コ
ミ協のホームページを掲載する
ことが決まりました。
　今後、この広報紙と併せて地
域の皆様へ情報を発信すること
になります。
　只今準備中です。掲載日が決
まりましたらお知らせします。

♥ 編 集 後 記 ♥

（
Ｔ
・
Ｏ
）

（S.H）
（T・Ｎ）

り
組
ん
で
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
団

子
作
り
で
は
チ

ビ
ッ
子
マ
マ
、

チ
ビ
ッ
子
パ
パ

が
頭
に
バ
ン
ダ

ナ
巻
き
、
お
ば

ち
ゃ
ま
の
仕
草

を
見
よ
う
見
ま

ね
で
大
小
様
々

な
お
団
子
（
あ

ん
付
き
）を
作
っ

て
い
ま
し
た
。

　

作
っ
た
お
だ
ん
ご
は
終
了
後
、
本
箱
や
紙
飛

行
機
を
作
っ
た
グ
ル
ー
プ
も
一
緒
に
な
っ
て
食

べ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、
お
だ
ん
ご
作
り
が

約
50
名
、
本
箱
作
り
と
紙
飛
行
機
作
り
が
約
30

名
で
し
た
が
、
ど
ち
ら
も
一
時
間
半
位
づ
つ
２

回
に
分
け
て
実
施
し
た
の
で
、
前
半
で
紙
飛
行

機
、
後
半
で
お
だ
ん
ご
作
り
等
と
二
ま
た
を
か

け
た
子
も
い
ま
し
た
。

茜
町
会
の
防
災
訓
練

世
代
間
交
流
事
業

世
代
間
交
流
事
業

紙飛行機作り

大釜炊飯

自治会便り


